
熊本県立熊本西高等学校 令和３年度（２０２１度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 

 「清・明・和」の教えを根幹とし、知・徳・体の調和の取れた文武両道の教育をとおして生徒一人ひと

りと深く関わり、きめ細かい指導とアカデミックインターンシップや探究活動などの充実した教育プログ

ラムで生徒の可能性を伸ばし、生徒の夢や目標を実現する世界的視野に立った人材の育成を目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 

  １ 生徒理解      ・・・ 個に応じた、個を大切にしたきめ細かい指導 

２ 学力の向上     ・・・ 基礎学力向上、授業改善 

３  人間力の向上    ・・・ 基本的生活習慣の確立、マナーやモラルの向上 

４  自己の伸長     ・・・ キャリア教育、探究活動、ボランティア活動、部活動 

５  進路目標実現    ・・・ 行きたい進路目標（夢）の実現学力の向上  

高校３年間で「生徒を大きく伸ばす西高」となるよう個を大切にしたきめ細かい指導に全職員で取り組

む。また、アカデミックインターンシップ、インターンシップなどの系統立てたキャリア教育や地域・外

部機関と連携した探究活動、ボランティア活動、部活動など、生徒が主体的に活躍する場を与え、生徒の

成長を促す。これらの充実した教育プログラムの実施と志望先に特化した進路指導で、進路実績の向上を

図り、生徒・保護者や地域の期待に応える。 

 

３ 自己評価総括表 

      評価項目   評価の観点 

 

      具体的目標 

 

      具体的方策 

 大項目   小項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

経営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開かれた学

校づくり 

 

 

広報活動の充実 

と学校行事の活

用 

 

・体験入学、中学校説明会の内

容充実 

 

 

・広報誌（西高新聞や西風）の

内容の充実 

・学校ＨＰの随時更新、ＳＮＳ

等を活用した情報発信 

・従来の取組内容を精査し、内容の

充実を図る。またコロナの状況

に対応できる実施方法も検討す

る 

・担当部署、他の部との連携のも

と、学校全体として取り組む 

・生徒主体を推進し、生徒が活き活

きと活躍し成長する姿を発信す

る 

地域とつな

がる学校 

小中高大の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域との連携 

 

 

・高大連携事業、西高アカデミ

ッ ク イ ン タ ー ン シ ッ プ

（NAIS）及びインターンシ

ップ（２年生）の推進 

 

 

 

・中高連携の強化 

 

 

 

・地域の英語教育の支援、部活

動を活用した高校理解の推

進 

 

 

・地域の様々な団体と積極的

に交流することで、地域で

の活躍の場を広げる。 

・熊本県立大、熊本学園大、崇城大、

熊本保健科学大との継続的事

業、NAIS 参加７大学・２専門学

校との連携 

・地域や同窓生の企業や事業所と

の連携によるインターンシップ

の実施 

・在校生が多い中学校に複数の担

当者を充て、日常から生徒や本

校の情報を交換することで関係

を深める 

・地域のこども園、小学校と連携を

取り、英語教育の支援を行い地

域に浸透する 

・西・南区の各中学校との部活動交

流・情報交換による連携強化 

・高齢者支援センターや子育てサ

ークル等と連携しボランティア

やサポータ等に積極的に参加し

交流を深める 



業務改善・ 

働き方改革 

ＩＣＴ等を活用

した業務改革 

・学校情報化認定制度におい

て、早期の優良校認定を目

指す（校務の情報化） 

 

・学習支援システムやタブレ

ット端末を活用し、業務の

改善、削減に取り組む 

・Chromebook や GoogleClassroom

を利用し、生徒や保護者への連

絡やアンケートの実施・集計を

オンライン化し、配付・集計に係

る職員の業務を削減する 

・会議資料や連絡資料をペーパー

レス化し、印刷や書類の整理の

負担を減らす 

働き方改革の推

進 

 

 

・超過勤務時間の１０％縮減 ・学校閉庁日及び定時退勤デーの

設定 

・部活動の練習日、活動日の月間計

画公表 

・業務分担の見直しと職員の意識

変容 

 

 

 

 

 

学力 

向上 

 

 

 

 

わかる授業

魅力ある授

業への転換 

 

 

 

授業による学力

向上 

 

 

・主体的、対話的で深い学びを

意識した授業実践及び評価

の実施 

［指標：職員アンケート］ 

 私は授業改善に取り組んで

いる（3.5）（前年 3.4） 

 

 

・生徒の個性に応じた学習支援を

行い、基礎学力向上を図る 

・主体的、対話的で深い学びにつ

なげる授業改善 

・年２回の研究授業旬間の設定 

・授業見学レポートの活用 

・各教科で観点別評価の試行を行

い、次年度から実施に繋げる 

［指標：生徒アンケート］ 

 私は積極的に授業に参加し

ている（2.8）（前年 2.6） 

・各教科で生徒が主体的に考える

授業に取り組み、生徒のやる気

を引き出す 

ＩＣＴ等を活用

した授業改革 

・一人一台端末を用いた授業

や課題の充実 

・学校情報科認定制度の優良

校認定を目指す 

［指標：くまもとＩＣＴ指数］

Class-KI30（授業時間の 30%

の端末活用）を基準とし、50

（50%）以上を目指す。 

・ＩＣＴ活用をテーマとした授業

研究を全教科にて実施。 

・全教科において Chromebook を授

業や学習課題等に活用し、モデ

ル授業や職員研修を実施する

（１、２年生を中心に） 

計画的な学

習指導の充

実 

計画的な学習指

導と適正な評価 

・生徒一人一人の学習におけ

る課題解決に必要な思考

力、判断力、表現力の育成 

・授業中の活動やレポート、作品発

表に対し、個に応じた評価を行

い、意欲向上につなげる 

 

 

 

キャリ 

ア教育 

(進路 

 指導） 

 

キャリア教

育 

 

ポートフォリオ

の充実 

・生徒のキャリアを着実に積

み上げ様々な入試に対応 

・セルフチェックノート等による

ポートフォリオやキャリアパス

ポートを通して振り返りながら

生徒の主体性を伸長させる 

・各学年の進路研修会を充実し、

全校で情報を共有化 

一人一人の

進路目標達

成 

 

 

 

進路実績 

 

 

・昨年度を上回る進路実績の

実現（進学 100％決定・国公

立大学２０名・公務員指導

の充実・就職 100％決定） 

・全職員による進路指導の充実 

・進路相談、面談の充実 

・個別指導・面接指導・学力検討

会の充実 

進路意識の涵養 

 

 

・夢や希望を与える取り組み

の実施 

・アカデミックインターンシ

ップ（ＮＡＩＳ）及びインタ

ーンシップの充実 

・日本や熊本で活躍する人による

講演会の実施 

・生徒の適性を考慮したＮＡＩＳ

及びインターンシップの実施 

・地元企業や同窓会と連携した幅

広い受入先企業の開拓 



 

 

 

 

 

生徒 

指導 

 

 

交通安全 

 

交通事故・マナ

ー違反をなくす 

 

・重傷事故ゼロ、交通事故件数

一桁 

・自転車ヘルメットの着用 

・毎月１１日を交通安全の日とし、

学期に１回、警察・育西会・交通

委員で交通指導を行う 

・交通安全集会で危険箇所の理解

と危険行為の撲滅を図る 

基本的生活

習慣の確立 

 

 

 

時間厳守 

爽やかなあいさ 

つ 

正しい着こなし 

・朝の遅刻者数減 

・あいさつ・時間厳守・服装 

［指標：生徒アンケート］ 

（３．７）（前年３．５１） 

 

・職員、生徒会、風紀委員による

遅刻服装指導、率先したあいさ

つ励行 

 

能動的言動

の育成 

 

 

 

 

各行事における

生徒の自主性の

育成 

・生徒が主体となった行事の

企画・運営 

・学校行事等において可能な限

り、生徒主体への移行やアイデ

アを取り入れる 

高い志及び目標

を持った高校生

活実現の支援 

（ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾜ ﾝの指

導） 

・生徒が目標を持って、学校生

活を送っている 

・全職員による様々な場面での声

かけ・励まし等の支援 

・生徒会企画への支援 

美化、環境

意識の高揚 

 

掃除への意識高

揚、環境ＩＳＯ

の取組推進 

・美化・省エネ 

［指標：生徒アンケート］ 

（３．２）（３．０６） 

・掃除箇所、担当を再度見直し、掃

除指導の徹底を図る 

・こまめな消灯・節電・節水 

 

 

 

人権教

育の推

進 

 

 

職員研修の

充実 

 

人権教育の基本

的認識の確立と

その共有 

・校内研修の充実 

 

・特別支援教育の充実 

・人権や命の問題についての知識

や考察を深める研修の実施 

・合理的配慮、個別の教育支援計

画の実施 

命を大切に

する心を育

む指導 

 

自尊感情及び他

者を尊重する態

度の育成 

 

・命を大切にする心の育成の

充実 

 

・生徒および職員の心身のス

トレスの軽減 

・授業等で命の大切さについて学

ぶ機会を各職員が２学期までに

１回以上設定 

・リラクゼーション等の知識や技

能の定期的な啓発と促進 

・西高コミュニケーションサーク

ル（ＮＣＣ）の実施 

 

 

いじめ

の防止 

等 

 

人権意識の 

育成 

 

い じ め を し な

い、許さない心

の育成 

 

・いじめ解消率１００％ 

 

 

 

・生徒会による取り組みの充

実 

・外部専門家の活用推進 

・本校いじめ防止基本方針に従い、

未然防止および早期対応の実施 

・本校独自の「こころのアンケー

ト」の実施と活用 

・生徒会による取り組みへの指導、

支援 

・ＳＣ、ＳＳＷ、医療機関等との積

極的な連携 

 

 

地域連

携（ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ･ｽｸｰ

ﾙなど） 

地域・保護

者・関係機

関との連携 

学校と地域の連

携・協働のあり

方 

 

・学校行事（創立記念祭・チャ

レンジウォーク・避難訓練

等）と通した交流事業の充

実 

・地域住民や関係行政機関、保護

者との連携 

・近隣小・中学校、地域との積極

的な交流 

（総合型）学校

運営協議会の設

置 

・（総合型）学校運営協議会に

よる学校評価や本校取組の

検証並びに地域（学校）防災

体制の強化 

・学校運営協議会を年３回実施

（うち１回は防災に特化） 

・地域と一体となった防災システ

ム及び災害時連携体制の強化 



 

 

 

特 色 あ

る教育 

 

 

 

 

 

理数科・サ

イエンス情

報科の充実 

 

 

 

 

研究活動の充実 

 

 

 

・サイエンス情報科の教育活

動の実施と校外へのＰＲ 

・高大連携による実習の着実

な実施 

・発表会、コンテストでの入賞 

・サイエンス情報科の活動の充実

及び外部への積極的な情報発信 

・大学との事前協議の充実 

・科学イベントへの積極参加 

・課題研究の進め方の改善や講座

内容の調整 

志願者の増加 

 

・特色的な教育活動を積極的

に中学校や地域へ発信 

・サイエンス情報科体験プログラ

ムの実施 

・学校説明会でのＰＲ実施 

体育コース

の充実 

 

専攻授業・実習

の充実 

・競技実績の向上（全国大会 

出場者・入賞数を増やす 

・専門知識並びに技能の習得を目

的とした講習会・実習の実施 

志願者の増加 ・県内中学校との連携を図り、

開かれたコースを目指す 

・ポスターやチラシを用い県内中

学校へ配付する 

・部活動見学会など体験的な行事

を計画する 

・近隣中学校との交流活動の充実 

 

 

 

新 型 コ

ロ ナ ウ

イルス 

新型コロナ

ウイルスへ

の対策 

新型コロナウイ

ルス感染拡大防

止対策 

・新しい生活様式の習慣化 

 

 

 

 

・自宅待機者におけるＩＣＴ

機器を活用した学習の支援

策 

 

・オンラインによる集会 

 

・部活動における感染防止対  

 策 

・学校生活や家庭における感

染防止対策 

 

 

 

 

・新型コロナウイルスを含む

感染症に対する教育を実施

する 

・生徒の心のケア 

 

・授業や部活動を通してマスクの

着用・手洗いうがい・手指消毒の

徹底 

・人との会話や食事など意識付け

と消毒液などの環境整備 

・濃厚接触者等で自宅待機の生徒

に対し、オンライン授業等で家

庭と教室を繋ぎ、学習の遅れが

ないよう支援する。 

・各種集会のオンライン化により

生徒の接触機会を減らす 

・各部への消毒液配付。顧問会での

感染防止対策周知 

・学校生活や家庭において、体調管

理（健康観察）、３つの密を避け

手洗いや消毒等を徹底する 

・手洗い、うがい、手指の消毒等を

奨励し、不要不急の外出は控え、

計画的な家庭学習を行う 

・感染症への知識やウイルスと共

存する生活等について、職員も

共通理解をし、生徒へ周知する 

・面談やアンケートを実施、ＳＣ等

を活用する 

 


